
史跡 佐渡金銀山遺跡

相川金銀山

文化的景観/歴史的建築物

トキ
所在／佐渡全域

トキ

　国内では野生絶滅し
た貴重な鳥です。長年
にわたって佐渡で人工
繁殖と野生復帰が進め
られており、トキの森公
園では飼育されている
トキが観察できます。

有形文化財/有形民俗文化財

無形文化財/無形民俗文化財

木造金剛力士立像
所在／長谷（地図番号154）

阿形像吽形像

　11世紀頃の作品で
す。阿形・吽形一対の
木造仏像で、像高は
いずれも約2.6ｍで
す。長谷寺の仁王門
に安置されています。

もくぞうこんごうりしきりゅうぞう

佐渡牛尾神社能舞台

西三川砂金山絵巻

無名異焼

大久保長安逆修塔・河村彦左衛門供養塔
所在／相川江戸沢町（地図番号１3）

大久保長安逆修塔

　大安寺に造立された
2基の石塔です。河村
彦左衛門は安土桃山
時代、大久保長安は江
戸時代初期に佐渡代
官を務め、佐渡金銀山
開発の礎となりました。

おおくぼながやすぎゃくしゅうとう・かわむらひこざえもんくようとう

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

鐘楼
所在／相川八百屋町（地図番号１5）

鐘楼

　佐渡奉行所の時鐘
です。鐘は正徳3年
（1713）5月の鋳造
で、6月6日九ツ時よ
り撞かれ始め、明治時
代初期まで時刻を告
げていました。

しょうろう

道遊の割戸
所在／相川銀山町（地図番号3）

道遊の割戸

　慶長初期に開発さ
れた露天掘りで、鉱脈
のあった山頂部が断
ち割られています。頂
上部の裂け目の間隔
は約30ｍ、深さは74
ｍに達しています。

どうゆうのわりと

御料局佐渡支庁跡
所在／相川坂下町（地図番号１9）

御料局佐渡支庁跡

　明治22年（1889）
頃に設置された宮内
省御料局の佐渡支庁
跡です。現在は相川
郷土博物館の一部と
して使用されていま
す。

ごりょうきょくさどしちょうあと

宗太夫間歩
所在／下相川（地図番号１）

宗太夫間歩入口

　慶長年間に開発さ
れた大型坑道で、相
川金銀山最古の割間
歩の一鉱区です。地
下は海面下に達し、運
搬坑道が縦横に掘ら
れています。

そうだゆうまぶ

佐渡奉行所跡
所在／相川広間町（地図番号17）

佐渡奉行所跡

　慶長9年（1604）
に設置された佐渡奉
行所（陣屋）跡です。
建物は昭和 1 7 年
（1942）の火災で全
焼しましたが、近年復
原公開されています。

さどぶぎょうしょあと

南沢疎水道
所在／相川南沢町、他（地図番号10）

南沢疎水道

　元禄4年（1691）
から5年間かけて掘削
された排水坑道で、総
延長は約1㎞になりま
す。地下水は現在も日
本海へと流れ続けて
います。

みなみざわそすいどう

戸地地区
所在／戸中（地図番号39）

戸地地区

　大正時代に鉱山施
設の動力源となる戸
地川水力発電所が設
置された地区です。第
二発電所は建物が現
存し、発電機も保存さ
れています。

とじちく

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

鶴子銀山跡
所在／沢根、沢根五十里、他（地図番号110）

鶴子銀山大滝間歩

　戦国時代後期に開
発の始まった銀山で
す。石見銀山などの製
錬技術が導入され、そ
の後の相川金銀山の
開発に大きな影響を
与えました。

つるしぎんざんあと

佐渡西三川の砂金山由来の農山村景観
所在／西三川（地図番号182）

虎丸山と笹川集落

　中世から明治時代
初期にかけて砂金採
取の中心となった集
落です。閉山後は鉱
山の技術や水路の跡
地を利用した農村に
転換しました。

さどにしみかわのさきんざんゆらいののうさんそんけいかん

鎮目市左衛門墓地
所在／下相川（地図番号24）

相川鉱山遺跡鎮目奉行墓

　鎮目市左衛門は、元和
4年（1618）に佐渡奉行
となり、佐渡金銀山の発
展に大きく貢献しまし
た。墓は、その業績をた
たえ、弘化2年（1845）
に造立されたものです。

しずめいちざえもんぼち

大立地区
所在／下相川（地図番号4）

大立地区

　明治10年（1877）
に完成した日本初の
洋式竪坑「大立竪坑」
がある地区です。佐渡
鉱山の近代化に貢献
しました。

おおだてちく

吹上海岸石切場跡
所在／相川（地図番号23）

吹上海岸石切場跡

　吹上海岸の段丘崖
下にある球顆流紋岩
の岩場です。近世に
鉱山用石磨の石材が
切り出されました。く
さびを入れた矢穴が
今も残されています。

ふきあげかいがんいしきりばあと

片辺・鹿野浦海岸石切場跡
所在／戸中、南片辺（地図番号40）

片辺・鹿野浦石切場

　片辺～鹿野浦間の海
岸線沿いにある花崗岩
質礫岩の岩場です。近
世に鉱山用石磨の石材
が盛んに切り出され、く
さびを入れた矢穴が今
も残されています。

かたべ・かのうらかいがんいしきりばあと

北沢地区
所在／相川北沢町、他（地図番号18）

北沢地区

　明治時代以降、製
錬・選鉱の中心地とさ
れ、近代化が進められ
た地区です。北沢浮
遊選鉱場や50ｍシッ
クナーなどが現存して
います。

きたざわちく

間ノ山・高任地区
所在／相川嘉左衛門町、他（地図番号7）

間ノ山地区

　明治時代中期から
昭和時代戦前にかけ
て近代化が進められ
た地区です。間ノ山搗
鉱場や高任粗砕場な
どの工場群が現存し
ています。

あいのやま・たかとうちく

史跡/天然記念物/名勝

佐渡海府海岸大野亀

新穂玉作遺跡
所在／下新穂、他（地図番号１33）

新穂玉作遺跡

　弥生時代に細形管
玉を製作していた大遺
跡で、総面積は30万㎡
を超えます。新穂地区
の水田地帯に広がり、
管玉や土器、木製品な
どが出土しました。

にいぼたまつくりいせき

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

新穂城跡
所在／下新穂（地図番号１34）

三重の環濠

　14世紀頃に成立し
た本間氏配下の城跡
です。台形状の郭に
水壕や土塁の跡が残
り、郭内からは珠州焼
片が出土しました。

にいぼじょうあと

下畑玉作遺跡
所在／畑野（地図番号149）

1号木棺墓

　弥生時代に細形管
玉を製作していた遺
跡です。割竹形木棺
が入った土坑墓群や
土器、管玉、石器、炭
化米などが出土しまし
た。

しもばたたまつくりいせき

青木城跡
所在／新穂青木（地図番号１44）

青木城水堀跡

　14世紀頃に成立し
た本間氏配下の城跡
です。長方形の郭に
土塁や水壕が残り、郭
内からは珠州焼の壷
が出土しました。

あおきじょうあと

小川台場跡
所在／小川（地図番号33）

台場跡

　江戸時代、嘉永3年
（1850）頃に築造さ
れた台場跡です。実
際に交戦していませ
んが、ロシアの黒船襲
来に備えて訓練が行
われていたようです。

おがわだいばあと

台ヶ鼻古墳
所在／二見（地図番号51）

玄室内部

　二見半島の突端に
位置する6世紀前～中
葉頃に築造された佐
渡最古の古墳です。北
部九州型の横穴式石
室を持ち、金環や鉄刀
が出土しました。

だいがはなこふん

浜端洞穴遺跡
所在／高瀬（地図番号47）

浜端洞穴遺跡

　弥生・古墳時代の洞
穴遺跡です。地形学
的には海蝕洞とみら
れ、洞内からは土器や
管玉未完成品、卜骨な
どが出土しました。

はまはたどうけついせき

岩屋山石窟
所在／宿根木（地図番号203）

岩屋山石窟入口

　縄文時代早期の土
器が出土した遺跡で
す。洞穴の壁面には
後世に彫られた摩崖
仏や石仏が安置され、
古くから霊場として信
仰されています。

いわやさんせっくつ

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

長者ヶ平遺跡
所在／金田新田（地図番号210）

長者ヶ平遺跡

　縄文時代前期末か
ら後期初頭の集落跡
で、住居跡や縄文土器
が出土しました。土器
の文様には、越後や北
陸、関東などの影響が
認められます。

ちょうじゃがだいらいせき

羽茂城跡
所在／羽茂本郷（地図番号219）

羽茂城遺跡

　中世に成立した羽
茂本間氏の城跡です。
支城を眼下に配する
雄大な布陣でしたが、
天正17年（1589）に
越後の上杉景勝に攻
められ、落城しました。

はもちじょうあと

小泊須恵器窯跡群
所在／羽茂小泊（地図番号212）

客殿

　平安時代の須恵器
窯跡群で、製品は越後
を中心とする日本海沿
岸域から出土していま
す。一部の窯では、佐
渡国分寺へ供給する瓦
も生産されていました。

こどまりすえきかまあとぐん

下国府遺跡
所在／竹田（地図番号162）

下国府遺跡

　発掘調査によって、
二重の濠に囲まれた2
棟の掘立柱建物が発
見されました。国府に
関連する遺跡（館舎
跡など）と考えられて
います。

しもこういせき

真野古墳群
所在／大須、他（地図番号179）

ケラマキ3号墳

　海岸の段丘沿いに点
在する古墳群で、築造
は6世紀末～7世紀後半
頃と考えられています。
横穴式石室から土器や
鉄製品、貝殻、人骨片な
どが出土しました。

まのこふんぐん

佐渡国分寺跡
所在／国分寺（地図番号157）

佐渡国分寺跡

　礎石の一部が残っ
ており、金堂や塔等の
伽藍配置が把握でき
ます。発掘調査が行わ
れていないため、創
建年代や寺域等は明
らかではありません。

さどこくぶんじあと

藤塚貝塚
所在／真野新町（地図番号170）

埋葬人骨

　縄文時代中期に食
べた貝殻が堆積した
遺跡です。多量のサド
シジミやハマグリ、サ
ザエなどの貝殻と屈
葬人骨などが出土し
ました。

ふじづかかいづか

乙和池の浮島及び植物群落
所在／山田（地図番号96）

乙和池の浮島及び植物群落

　海抜560ｍ地点の
ブナ・ミズナラ林と天
然池に浮かぶ植物群
落です。池の呼称は、
「乙和」という娘の悲
しい伝説に由来して
います。

おとわいけのうきしまおよびしょくぶつぐんらく

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

長谷の三本スギ
所在／長谷（地図番号１54）

長谷の三本杉

　三本の杉は、いずれも樹齢
500年以上と推定され、目通り
幹囲6ｍ以上、樹高は約50ｍに
達します。本堂前の高野マキと
ともに長谷のシンボルとして親
しまれています。

はせのさんぼんすぎ

小木の御所ザクラ
所在／小木（地図番号200）

小木の御所ザクラ

　4月末頃に一重と
八重の花が混じり咲く
里桜です。順徳上皇
の御手植桜の伝承が
あり、この桜はその後
継樹と見られていま
す。

おぎのごしょざくら

村雨のマツ
所在／両津夷（地図番号63）

村雨のマツ

　樹齢250年以上と
推定されています。
「御番所の松」「御旅
所の松」とも呼ばれ、
古くから両津のシンボ
ルとして親しまれてい
ます。

むらさめのまつ

羽吉の大クワ
所在／羽吉（地図番号59）

羽吉の大クワ

　樹齢1,300年以上
と推定されています。
ヤマグワとしては全国
屈指の老樹として知
られ、佐渡に現生する
最古の樹木と思われ
ます。

はよしのおおくわ

杉池の広葉樹林
所在／赤玉（地図番号79）

ひょうたん池

　海抜450ｍ地点に
あるコナラ林です。
ヒョウタン池の周辺に
は水芭蕉やユキツバ
キが群生し、元池には
大杉が林立していま
す。

すぎいけのこうようじゅりん

豊岡のビワ群落
所在／豊岡（地図番号78）

豊岡集落遠景

　集落背後の丘陵地
に50本以上が点在し
ています。ビワ群落と
しては北限にあたりま
すが、樹高10ｍ以上
の巨木が多くみられま
す。

とよおかのびわぐんらく

佐渡小木海岸
所在／小木地区（地図番号１94）

沢崎枕状溶岩（たけのこ岩）

　延長約7㎞の海岸
地帯です。地震と噴
火の繰り返しによる隆
起や沈降が複雑な地
形を形成し、枕状溶岩
地帯を出現させまし
た。

さどおぎかいがん

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

佐渡鉱床の金鉱石
所在／下相川（地図番号2）

佐渡鉱床の金鉱石

　昭和時代初期に佐
渡鉱山で採掘されま
した。金鉱脈の生成過
程を示す標本として、
史跡佐渡金山の資料
館に展示されていま
す。

さどこうしょうのきんこうせき

熊野神社社叢
所在／北小浦（地図番号57）

北小浦熊野神社のタブ林

　神社を覆うタブの
森です。樹高15ｍを
超す巨木が多く、海上
の船が目印とし、大漁
をもたらす魚付林でも
ありました。

くまのじんじゃしゃそう

平根崎の波蝕甌穴群
所在／戸中（地図番号41）

平根崎の波蝕甌穴群

　平根崎の岩盤斜面
に分布する大小無数
の窪みです。波浪と礫
が悠久の歳月をかけ
て浸蝕したもので、大
きな穴は深さ3ｍに達
します。

ひらねざきのはしょくおうけつぐん

台ヶ鼻
所在／二見（地図番号52）

台ヶ鼻

　二見半島先端の岬
です。海沿いの平坦
な岩盤には波蝕甌穴
群がみられ、岩礁の景
観や真野湾の眺望も
美しい景勝地です。

だいがはな

佐渡海府海岸
所在／相川・両津地区（地図番号32/53）

佐渡海府海岸

　延長約50㎞の海岸
地帯です。険しい柱状
節理の尖閣湾や雄大
な玄武岩質の大野亀
や二ツ亀など、変化に
富んだ海岸景観が楽
しめます。

さどかいふかいがん

北條家住宅
所在／泉（地図番号1１3）

北條家

　18世紀後半頃の建
築です。漢方医の北
條道益とその一族が
暮らしていた古民家
で、茅葺屋根や細い
木柄、洗練された座敷
回りが特徴です。

ほうじょうけじゅうたく

佐渡市宿根木伝統的建造物群保存地区
所在／宿根木（地図番号205）

宿根木

　江戸時代後期から
明治時代初期にかけ
て廻船村として栄え
ました。昔ながらの狭
い路地には、工夫を凝
らした総二階の家屋
が密集しています。

さどししゅくねぎでんとうてきけんぞうぶつぐんほぞんちく

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

大日堂
所在／新穂瓜生屋（地図番号141）

大日堂

　享保3年(1718）の
再建です。堂内には
牛の絵馬が多数奉納
されており、本尊の大
日如来は牛の守り神
として信仰されていま
す。

だいにちどう

長谷寺五智堂
所在／長谷（地図番号154）

長谷寺五智堂

　延享2年（1745）
の建立で、古くは「多
宝塔」と呼ばれていま
した。建物は大塔形式
で、堂内に県指定の
五智如来坐像を安置
しています。

ちょうこくじごちどう

慶宮寺八祖堂
所在／宮川（地図番号１51）

八祖堂

厨子▶

　文化9年（1812）
の再建で、古くは「祖
師堂」と呼ばれていま
した。堂内に八角形の
回転式厨子を備え、厨
子内に八祖像を安置
しています。

けいくうじはっそどう

旧相川拘置支所
所在／相川新五郎町（地図番号14）

相川旧拘置支所

　昭和 2 8～2 9 年
（1953～1954）の建
造で、同44年（1969）
まで拘置施設として使
用されていました。建
造物4件が文化財登録
されています。

きゅうあいかわこうちししょ

旧相川税務署
所在／相川長坂町（地図番号25）

相川税務署

　昭和6年（1931）
の建造で、同45年
（1970）まで税務を
取り扱っていた施設
です。本館など建造物
4件が文化財登録さ
れています。

きゅうあいかわぜいむしょ

旧相川裁判所
所在／相川米屋町（地図番号16）

佐渡版画村美術館（旧相川裁判所）

　明治21年（1888）
の建造で、昭和44年
（1969）まで裁判事
務を取り扱っていた
施設です。現在は、佐
渡版画村美術館とし
て使用されています。

きゅうあいかわさいばんしょ

木崎神社本殿
所在／小木町（地図番号196）

木崎神社

　元禄8年（1695）
の再建です。現在の
神社は慶長 1 4 年
（1609）の創建で、佐
渡代官大久保長安
が、佐渡金銀山の繁
栄を祈願しました。

きさきじんじゃほんでん

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

大蓮寺山門
所在／羽茂本郷（地図番号222）

大蓮寺山門

　貞享2年（1685）
の建立です。建築の
経緯や修理記録が棟
札に残されており、寺
の歴史や建築様式の
変遷がうかがえます。

だいれんじさんもん

佐渡本間家能舞台
所在／吾潟（地図番号73）

本間家舞台

　明治18年（1885）
の再建です。最古の
演能記録は寛延2年
（1749）にさかのぼ
り、現在も毎年7月に
定例能が上演されて
います。

さどほんまけのうぶたい

佐渡諏訪神社能舞台
所在／原黒（地図番号71）

原黒・諏訪神社能舞台

　明治35年（1902）
の建築です。最古の
演能記録は文久3年
（1863）以前にさか
のぼり、現在も毎年春
と秋に定例能が上演
されています。

さどすわじんじゃのうぶたい

妙宣寺五重塔
所在／阿仏坊（地図番号159）

妙宣寺五重塔

　文政8年（1825）の
落成で、相川の宮大工
棟梁が親子二代、30
年がかりで完成させた
と伝わっています。新
潟県に現存する唯一
の五重塔です。

みょうせんじごじゅうのとう

菊地家住宅
所在／浜河内（地図番号156）

菊地家住宅

　文政8年（1825）の建
築で、江戸時代の村の名
主とその一族が暮らした
古民家です。山を背にし
た建物の配置や茅葺屋
根など、山村民家らしい
落ち着いた趣です。

きくちけじゅうたく　

小比叡神社 本殿・鳥居
所在／小比叡（地図番号188）

小比叡神社

　本殿は寛永1 7年
（1640）の建立で、拝殿
後方の覆屋内に置かれ
ています。境内入口に置
かれた鳥居は、石造明神
鳥居で、くぐった先に拝
殿（県指定）が見えます。

こびえじんじゃ　ほんでん・とりい

蓮華峰寺 弘法堂
所在／小比叡（地図番号187）

蓮華峰寺弘法堂

　慶長13年（1608）
から翌年にかけて建
立されました。本尊と
して、大同3年（808）
に蓮華峰寺を開基し
たとされる弘法大師
（空海）を祀ります。

れんげぶじ　こうぼうどう

蓮華峰寺 金堂
所在／小比叡（地図番号187）

蓮華峰寺金堂

　応永年間（1394～
1427）頃までの建立
と推定されています。
蓮華峰寺の中心的な
建物であり、本尊とし
て聖観音を祀ります。

れんげぶじ　こんどう

蓮華峰寺 骨堂
所在／小比叡（地図番号187）

蓮華峰寺骨堂

　貞和4年（1348）以
前の建立とされる新潟
県最古の建物です。骨
堂とされたのは江戸時
代初期頃で、建立当初
は別の目的があったと
みられています。

れんげぶじ　こつどう

佐渡海府の紡織用具
所在／相川坂下町（地図番号19）

佐渡海府の紡織用具

　佐渡海府海岸の周
辺集落に普及した裂
織りなどの紡織に関
する資料です。相川
技能伝承展示館では
裂織りが体験できま
す。

さどかいふのぼうしょくようぐ

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

佐渡金銀山絵巻
所在／相川坂下町、他（地図番号19）

金山絵巻第1巻より

　江戸時代の作品が
中心で、採掘から小判
製造までの作業風景
が描かれています。相
川郷土博物館などに
所蔵されています。

さどきんぎんざんえまき

金銅聖観音立像
所在／二見（地図番号49）

金銅聖観音立像

　平安初期の作で
す。像高35.4㎝の銅
造鍍金の仏像で、順
徳上皇の持仏として
龍吟寺に伝わってい
ます。

こんどうしょうかんのんりゅうぞう

銅造観世音菩薩立像
所在／相川鹿伏（地図番号35）

銅造観世音菩薩立像

 奈良時代の作品で
す。像高17.5㎝の銅
造仏像で、小倉大納
言実起の持仏として
観音寺に伝わってい
ます。

どうぞうかんぜおんぼさつりゅうぞう

佐渡鉱山関係施設等設計図
所在／相川惣徳町（地図番号2）

佐渡鉱山関係施設等設計図

　昭和戦前に作成さ
れたものを中心とし
た、佐渡鉱山施設及
び機械類の設計図で
す。発展する施設の
様子や機械類の変遷
を伝えています。

さどこうざんかんけいしせつとうせっけいず

新潟県佐渡奉行所跡出土品
所在／相川坂下町（地図番号19）

鉛板

　佐渡奉行所跡から
出土した江戸時代の
遺物類です。鉛板や
石磨など金銀の精錬
に関係した資料が多
く含まれています。

にいがたけんさどぶぎょうしょあとしゅつどひん

川上家文書
所在／相川坂下町（地図番号19）

　慶長期に書かれた
佐渡金銀山の状況報
告や書簡などです。体
系的な史料として研
究され、当時の鉱山
経営の実態を明らか
にしました。

かわかみけもんじょ

川上家文書の一部

北條家医学関係資料
所在／秋津（地図番号74）

北條家医学関係資料

　江戸時代の医学書
類や医療用具類が中
心です。漢方医の北
條家が代々受け継
ぎ、現在は両津郷土
博物館が保管してい
ます。

ほうじょうけいがくかんけいしりょう

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

味方家所蔵鉱山関連資料
所在／秋津（地図番号74）

味方家所蔵鉱山関連資料

　近世の佐渡鉱山経
営の実態を明らかにし
ました。山師の中心人
物とされた味方氏一
族が代々受け継ぎ、現
在は両津郷土博物館
が保管しています。

みかたけしょぞうこうざんかんけいしりょう

三十六歌仙絵扁額
所在／八幡（地図番号82）

伊勢

　慶長年間（1598～
1615）の作品です。歌
人とその代表的な歌が
描かれたもので、松ヶ
崎の松前神社に伝わ
り、現在は佐渡博物館
が保管しています。

さんじゅうろっかせんえへんがく

佐渡国絵図
所在／秋津（地図番号74）

佐渡国絵図（市指定文化財）

　天和年間（1681～
1684）に作成されまし
た。当時の地理情報や
海上を含む交通情報が
詳細に描かれていま
す。両津郷土博物館が
保管しています。

さどくにえず

銅鐘（長安寺所蔵）
所在／久知河内（地図番号66）

銅鐘

　13世紀頃に鋳造さ
れた朝鮮鐘です。若
狭湾の海底から引き
揚げられた後、長安寺
に寄進されたと伝わっ
ています。

どうしょう（ちょうあんじしょぞう）

紙本金地著色洛中洛外図六曲屏風
所在／両津湊（地図番号64）

洛中洛外図屏風

　元和年間（1615～
1624年）頃の作品で
す。京都を市中と市外
に分け、建物や四季
の風景、庶民の様子
などが描かれていま
す。

しほんきんじちょしょくらくちゅうらくがいずろっきょくびょうぶ

北佐渡の漁撈用具
所在／秋津（地図番号74）

北佐渡（海府・両津湾・加茂湖）の漁撈用具

　佐渡海府海岸や両
津湾、加茂湖などの漁
で使用されていた漁
撈用具類です。両津
郷土博物館に資料の
一部が展示されてい
ます。

きたさどのぎょろうようぐ

木造阿弥陀如来坐像
所在／久知河内（地図番号66）

木造阿弥陀如来坐像

　平安時代後期の作
品です。像高87㎝の
木造仏像で、定朝風
の典型的な藤原仏で
す。長安寺が安置して
います。

もくぞうあみだにょらいざぞう

木造金剛力士立像
所在／小比叡（地図番号187）

阿形像吽形像

　14世紀前半の作品
です。阿形・吽形一対
の木造仏像で、像高
はいずれも約2ｍで
す。蓮華峰寺の仁王
門に安置されていま
す。

こんごうりきしりゅうぞう

佐渡の人形芝居
所在／佐渡全域

佐渡の人形芝居

　文弥人形・説経人
形・のろま人形からな
る古浄瑠璃の人形芝
居です。明治時代に
庶民の娯楽として島
内各地に普及しまし
た。

さどのにんぎょうしばい

佐渡の車田植
所在／北鵜島（地図番号55）

車田植

　田植唄に合わせ、3
人の早乙女が円を描
くように苗を植える田
植仕舞いの儀式で
す。毎年5月中旬に北
鵜島で執り行われて
います。

さどのくるまだうえ

無名異焼
所在／相川一町目（地図番号20/27）

五代赤水 作「無名異 窯変壷」

　明治時代初期に成立し
た焼物で、佐渡の鉱脈付
近にある赤土を陶土とし
ます。平成15年（2003）
には、伊藤窯一（五代赤
水）氏が、人間国宝として
認定されました。

むみょういやきルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

船大工用具及び磯舟
所在／宿根木（地図番号204）

船大工用具及び磯舟

　江戸時代後期に廻
船村として栄えた宿
根木の船大工用具と
磯舟です。佐渡国小
木民俗博物館に資料
の一部が展示されて
います。

ふなだいくようぐおよびいそふね

鍍金装笈
所在／赤泊（地図番号237）

鍍金装笈

　鎌倉時代の作品と
推定されています。山
伏修験道の法具箱
で、錫杖や数珠を納
めました。赤泊郷土資
料館に展示されてい
ます。

ときんそうおい

南佐渡の漁撈用具
所在／宿根木（地図番号204）

南佐渡の漁撈用具

　小木海岸の磯舟漁
などで使用された漁
撈用具類です。佐渡
国小木民俗博物館に
資料の一部が展示さ
れています。

みなみさどのぎょろうようぐ

佐渡鷺流狂言
所在／吉岡（地図番号165）

鷺流狂言

　全国的にも希少な狂
言の流派です。佐渡では
一時幻とされましたが、
近年に伝承者が発見さ
れたことで再興され、現
在は總社神社能舞台な
どで上演されています。

さどさぎりゅうきょうげん

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

小木のたらい舟製作技術
所在／小木（地図番号195）

たらい舟漁の様子

　「はんぎり」とも呼ば
れる「たらい舟」の製作
技術です。和船と桶樽
の製作技術が融合した
ことにより、小木海岸
の複雑な岩礁地帯での
漁を可能としました。

おぎのたらいぶねさくせいぎじゅつ

五所神社の御田植神事
所在／下川茂（地図番号241）

五所神社の御田植神事

　稲作の所作を模擬
的に演じる五穀豊穣
の予祝神事で、古いし
きたりが忠実に守られ
ています。毎年2月6
日に五所神社に奉納
されています。

ごしょじんじゃのおたうえしんじ

佐渡の大神楽舞楽
所在／小木・羽茂地区（地図番号197/202/221/224）

ちとちんとん

　小木地区と羽茂地
区に伝わる民俗芸能
で、子宝と豊作を祈願
しています。各地の祭
りや神社の祭礼など
に奉納されています。

さどのだいかぐらぶがく

花笠踊
所在／城腰（地図番号68）

花笠踊

　華やかな早乙女姿
の子供たちによる豊
穣祈願の神事舞踊で
す。毎年9月15日の
久知八幡宮の祭礼に
奉納されています。

はながさおどり

羽黒神社のやぶさめ
所在／羽吉（地図番号60）

羽黒神社のやぶさめ

　馬上から矢を射る勇
壮な神事で、家内安全
や五穀豊穣などを祈
願します。6月15日の
羽黒神社祭礼に奉納
されていましたが、現
在は中断しています。

はぐろじんじゃのやぶさめ　

白山神社の田遊神事
所在／大久保（地図番号152）

田遊神事

　稲作の所作を模擬
的に演じる五穀豊穣
の予祝神事で、謡曲
を伴います。毎年1月
3日に白山神社に奉
納されています。

はくさんじんじゃのたあそびしんじ

佐渡の蝋型鋳金技術
所在／沢根篭町（地図番号105）

作業風景

六代琢斎 作「斑紫銅 香炉」　弘化4年（1847）
頃に初代本間琢斎が
創始しました。引き出
される銅色は数種類
あり、中でも斑紫銅色
は、代々の琢斎が受
け継ぐ特別な色です。

さどのろうがたちゅうきんぎじゅつ

銅鐘（神宮寺所蔵）
所在／新穂井内（地図番号139）

銅鐘

　永仁3年（1295）
に羽黒山正光寺に奉
納された和鐘です。明
治時代初期に菩提寺
である神宮寺に寄進
されたと伝わっていま
す。

どうしょう（じんぐうじしょぞう）

翁・三番叟絵扁額、三十六歌仙絵扁額
所在／八幡（地図番号82）

三十六歌仙絵扁額

　寛永元年（1624）に
長谷川派が描いたとさ
れる扁額です。狂言の
演目や歌人が描かれて
います。実相寺に伝わ
り、現在は佐渡博物館
が保管しています。

おきな・さんばんそうえへんがく、さんじゅうろっかせんえへんがく

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

佐渡新穂遺跡出土品
所在／新穂瓜生屋（地図番号140）

管玉・角玉

　弥生時代に成立し
た新穂玉作遺跡から
出土した管玉類や工
具類などです。新穂歴
史民俗資料館に展示
されています。

さどにいぼいせきしゅつどひん

能面翁（白色尉・黒色尉）
所在／新穂潟上（地図番号143）

白色尉 黒色尉

　室町時代末期の作
品です。牛尾神社の
什宝で、大雨を降らせ
たとの伝承があること
から、「雨乞いの面」
とも呼ばれています。

のうめんおきな（はくしょくじょう・こくしょくじょう）

人形首（説経人形、のろま人形）
所在／新穂瓜生屋（地図番号140）

◀説教人形

野呂間人形▶

　人形芝居の広栄座
が所有する古い人形
首で、歴史的な価値
が認められています。
新穂歴史民俗資料館
に展示されています。

にんぎょうくび（せっきょうにんぎょう、のろまにんぎょう）

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

神事面べしみ
所在／泉（地図番号114）

神事面べしみ

　鎌倉時代後期の作
品です。世阿弥が着
けて舞ったところ、大
雨が降ってきたと伝
承される雨乞いの面
です。正法寺が所蔵し
ています。

しんじめんべしみ

大般若経
所在／千種（地図番号123）

大般若経

　元弘元年（1331）か
ら9年がかりで手書き
された612巻の写経で
す。慶長10年（1605）
に長谷寺にもたらさ
れ、その後、大和田薬
師寺に伝わりました。

だいはんにゃきょう

木造聖観音立像
所在／泉（地図番号116）

木造聖観音立像

　平安時代末期の作
品です。像高約1ｍの
木造仏像で、順徳上
皇の持仏と伝わって
います。本光寺が安置
しています。

もくぞうしょうかんのんりゅうぞう

日蓮聖人筆書状
所在／阿仏坊（地図番号159）

日蓮聖人筆書状

　日蓮が佐渡流罪か
ら赦免された後、檀那
の阿仏坊らに宛てた
感謝の書状です。阿
仏坊を前身とする妙
宣寺に伝わっていま
す。

にちれんしょうにんひつしょじょう

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

日野資朝筆細字法華経
所在／阿仏坊（地図番号159）

日野資朝筆細字法華経

　公家の日野資朝
が、佐渡流罪後の元
徳3年（1331）に自筆
した写経です。亡く
なった自身の父母を
追善したものと思わ
れます。

ひのすけともひつさいじほけきょう

木造阿弥陀如来立像
所在／四日町（地図番号168）

木造阿弥陀如来立像

　鎌倉時代中期頃の
作で、高さ90㎝の檜
寄木造です。戦国期に
焼失した旧大願寺の
本尊と伝わっており、
現在の大願寺の本堂
に安置されています。

もくぞうあみだにょらいりゅうぞう

木造十一面観音立像
所在／長谷（地図番号154）

木造十一面観音立像

　平安時代中期・後期
の作品です。像高約1
ｍの3体の木造仏像
で、長谷寺の秘仏とし
て、33年に一度御開
帳が行われています。

もくぞうじゅういちめんかんのんりゅうぞう

木造薬師如来坐像
所在／国分寺（地図番号158）

国分寺薬師

　平安時代前期頃の
作で、高さ1.36mの
檜一木造です。佐渡
国分寺の本尊と言わ
れ、現在の国分寺境
内収蔵庫に安置され
ています。

もくぞうやくしにょらいざぞう

白山神社能舞台
所在／山田（地図番号97）

白山神社能舞台

　明治初期以前の建
築です。最古の演能
記 録 は 慶 安 4 年
（1652）にさかのぼ
り、集落に能が根付い
ていた頃の歴史を今
も伝えています。

はくさんじんじゃのうぶたい

佐渡諏訪神社能舞台
所在／潟端（地図番号75）

諏訪神社能舞台

　大正13年（1924）
の建築です。最古の
演能記録は文久3年
（1863）以前にさか
のぼり、現在は不定期
の演能などで使用さ
れています。

さどすわじんじゃのうぶたい

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

佐渡羽黒神社能舞台
所在／安養寺（地図番号131）

羽黒神社神社能舞台

　明治42年（1909）
の移築です。最古の
演能記録は19世紀初
期にさかのぼり、現在
も毎年8月に定例能
が上演されています。

さどはぐろじんじゃのうぶたい

佐渡牛尾神社能舞台
所在／新穂潟上（地図番号143）

佐渡牛尾神社能舞台

　明治33年（1900）
の再建です。最古の
演能記録は文久3年
（1863）以前にさか
のぼり、現在も毎年6
月に定例能が上演さ
れています。

さどうしおじんじゃのうぶたい

佐渡熊野神社能舞台
所在／新穂武井（地図番号１35）

佐渡熊野神社能舞台

　明治2年（1869）
の建築です。最古の
演能記録は宝暦元年
（1751）にさかのぼ
り、現在も毎年6月に
定例能が上演されて
います。

さどくまのじんじゃのうぶたい

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

長江熱串彦神社能舞台
所在／長江（地図番号76）

長江熱串彦神社能舞台

　明治期以前の建築
です。最古の演能記録
は文久3年（1863）以
前にさかのぼり、昭和
30年代まで定能場と
して使用されていまし
た。

ながえあつくしひこじんじゃのうぶたい

二宮神社能舞台
所在／二宮（地図番号88）

二宮神社能舞台

　明治初期以前の建
築です。最古の演能
記 録 は 文 久 3 年
（1863）以前にさか
のぼり、現在も毎年8
月に定例能が上演さ
れています。

にくうじんじゃのうぶたい

八幡若宮神社能舞台
所在／下長木（地図番号87）

八幡若宮神社能舞台

　明治初期以前の建
築です。最古の演能
記 録 は 文 久 3 年
（1863）以前にさか
のぼり、昭和初期まで
定能場として使用さ
れていました。

はちまんわかみやじんじゃのうぶたい

小泊白山神社能舞台
所在／羽茂小泊（地図番号211）

小泊白山神社能舞台

　明治期以前の建築
です。最古の演能記
録 は 文 久 3 年
（1863）以前にさか
のぼり、昭和50年代
まで定能場として使
用されていました。

こどまりはくさんじんじゃのうぶたい

ルビルビルビルビルビルビルビルビルビルビ

佐渡草苅神社能舞台
所在／羽茂本郷（地図番号220）

草苅神社能舞台

　明治期以前の建築
です。最古の演能記
録 は 文 久 3 年
（1863）以前にさか
のぼり、現在も毎年6
月に定例能が奉納さ
れています。

さどくさかりじんじゃのうぶたい

春日神社能舞台
所在／三川（地図番号246）

三川・春日神社正面左

　明治25年（1892）
の建築です。周辺集
落が協力して建てた
もので、集落の民俗芸
能として根付いた佐
渡の能を今に伝えて
います。

かすがじんじゃのうぶたい

大崎白山神社能舞台
所在／羽茂大崎（地図番号232）

大崎白山神社能舞台

　明治期以前の建築
です。最古の演能記
録 は 文 久 3 年
（1863）以前にさか
のぼり、大正時代には
立ち見が出るほどの
盛況ぶりでした。

おおさきはくさんじんじゃのうぶたい

佐渡大膳神社能舞台
所在／竹田（地図番号161）

大膳神社能舞台

　弘化3年（1846）
の再建です。最古の
演能記録は文久6年
（1866）にさかのぼ
り、現在も毎年4月よ
り能と鷺流狂言が上
演されています。

さどだいぜんじんじゃのうぶたい　

吉岡總社神社能舞台
所在／吉岡（地図番号164）

吉岡総社神社能舞台

　明治中期頃の建築
です。最古の演能記録
は文久3年（1863）以
前にさかのぼり、現在
は祭礼の前日などにさ
鷺流狂言が上演され
ています。

よしおかそうじゃじんじゃのうぶたい

椿尾氣比神社能舞台
所在／椿尾（地図番号185）

小比叡神社

　明治35年（1902）
の建築です。最古の
演能記録は文久3年
（1863）以前にさか
のぼり、現在も演能や
集落の催しで活用さ
れています。

つばきおけひじんじゃのうぶたい

豊田諏訪神社能舞台
所在／豊田（地図番号178）

蓮華峰寺弘法堂

　大正11年（1922）
の建築です。最古の
演能記録は文久3年
（1863）以前にさか
のぼり、現在は子ども
神楽が毎年夏に上演
されています。

とよたすわじんじゃのうぶたい
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